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子どもたちの通学路の安全を守るために 

●「通学路安全プログラム」の進捗状況 

 今回の会議では，現在同プログラムに位置付けた49か

所の対策箇所のうち，対策が完了していない14か所につ

いて進捗状況を確認しました。 

 安全対策は道路管理者による維持補修工事や整備工

事，警察署による安全設備の設置等があり，複数年にわ

たり継続事業として実施しているものが４件，令和６年

度に完了する場所を含め，一定の安全対策が完了したも

のが４件あります。 

 なお，同プログラム路線に位置付けられたものの，通

学状況が変化したことにより，児童生徒への安全教育に

切り替えた地点が１か所あります。 

【具体例】 

●「通学路安全プログラム」への追加箇所 

 令和６年度に学校から報告のあった，通学路における危険

を感じる箇所について，12月11日と17日に道路管理者，

警察，市教育委員会，学校関係者による合同点検を実施し，

その点検状況を踏まえ7つの路線について協議しました。 

 交差点や歩道等のグリーン塗装，道路・標識の補修，

ラバーポールの設置等の安全対策を講じるもの（４か

所），道路管理者等と協議の上進めるもの（２か所）の

６か所については，今回の推進会議を経て同プログラム

路線に追加し，安全対策を進めていきます。 

 また，１か所については近くの信号機との距離が近い

ため信号の設置が難しいことから，横断歩道の位置の見

直しなど安全対策の手法を再協議することになりまし

た。 

 引き続き，今回取り上げられなかった通学路についても，

通学時間帯に走行する車両への安全運転の呼びか

けや学校での安全教育等を実施し，子どもたちの

登下校時の安全確保に努めます。 

 市では，通学路の安全確保に向けた取組みを行うため，「鹿嶋市通学路安全対策推進会議」を

設置し，関係機関と連携しながら，協議のうえ取りまとめた安全対策等の内容を「鹿嶋市通学路

安全プログラム」として策定しています。 

 ２月４日に行われた鹿嶋市通学路安全対策推進会議では，国土交通省や，茨城県潮来土木事務

所，市都市整備部などの道路管理者や，鹿嶋警察署，市市民生活部の職員などが参加し，危険個

所の合同点検の状況を踏まえ，重点的に取り組む地点やその対策について話し合いました。 

継続実施中 

大同西小学校区内市道0151号線拡幅事業 

中野東小学校区内市道0157号線歩道整備 

県道242号鉾田鹿嶋線歩道整備 

市道4023号線中野東小学校付近はまなす通り

横断歩道着色  

令和6年度完了 鹿島小学校交差点ポール設置 

対策検討中 鹿島中学校付近踏切 

▲武井（湖岸線）の横断歩道。交通量が多く危険な箇所 ▲市道0153線下り坂にあるカーブミラーの角度や汚れを確認 

鹿嶋市通学路安全プログラムの

ホームページはこちら 

https://city.kashima.ibaraki.jp/site/kyoiku/3448.html
https://city.kashima.ibaraki.jp/site/kyoiku/3448.html






 「北浦一周歩く会」は，北浦

湖岸をゴミ拾いしながら歩くこ

とを通して，郷土の自然を大切にする心を育むととも

に，青少年健全育成や地域住民の交流を目的として昭和

56年から実施しています。 

 今年度も２月16日に豊郷地区まちづくり委員会（豊郷

公民館）や豊郷小学校PTA，豊郷地区子ども会育成会の

皆さんの連携・協力により開催されました。参加した地

域の子どもと大人117人は，豊郷公民館をスタートし神

宮橋や延方駅を経てレ

イクエコーを通過する

1周33キロを見事完

歩して水と緑の豊かな

郷を体感しました。 
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 ９年間の連続した学びを意識し，施設一体型小中一貫教

育を実施している高松小中学校の成果を踏まえ，中学校区

内にある小学校とその中学校を一つのグループとして試行

的に取り組んできた施設分離型小中一貫教育を，令和7年

４月から本格的にスタートします。  

 これを機に，一貫教育グループ同士の親和性を高め，さ

らに外部からも一貫教育の実施がわかるような形で推進し

たいとの声もあり「○○学園」などの名称を設けることに

なりました。  

 グループ名は「①「○○学園」とすること ②アルファ

ベットは使用しないこと ③地区の特徴を表すものとする

こと」など，一定のルールのもと，児童生徒やその保護

者，学校運営協議会委員の皆さんなどの地区の方から，中

学校グループごとに募集しました。応募の中から各学校の

選考委員会で数点を選出し，投票を経て，最終案を取りま

とめた後，教育委員会議で審議・決定します。 

  決定した「○○学園鹿嶋市立△△小学校」という学園

名は，各学校のホームページ，鹿嶋市の小中一貫教育の

ホームページ等にて公表し，正式名称の使用を求められる

もの以外は，少しずつ使用を拡大していきます。  

地域資源を生かした 

「北浦一周歩く会」 
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 （公財）鹿嶋市文化スポーツ振興事業団（鹿嶋市どき

どきセンター）では令和２年から鹿嶋市の皆さんに地元

の歴史を楽しく，わかりやすく知ってもらうために「マ

ンガかしまの歴史」を刊行しています。 

 今年度は第５巻として鹿嶋の先史時代にスポットを当

て，鹿嶋市どきどきセンター公式マスコット「くりやっ

ほー」を案内人として縄文・弥生時代に鹿嶋に住んでい

た人々の暮らしを解説しています。どきどきセンターの

発掘調査から見つかる地中の遺跡や遺物からは今とは違

う「ゆたか」な鹿嶋を感じ取ることができます。現代の

私たちに続く鹿嶋人の最初の一歩に興味を持っていただ

けたら嬉しいです。 

※マンガかしまの歴史第５巻は令和7年３月末頃刊行予定

です。一般頒布は同年５月以降を予定しています。 

マンガかしまの歴史 第５巻 

「縄文時代の鹿嶋」（仮題） 
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施設分離型小中一貫教育の開始 ～各中学校区の学園名を設けます～ 
グループ名 


